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(東教育次長答弁 )

辻議員 1001 作成部局 教育委員会事務局 No日 1

質疑要旨 英語教育推進事業における「コミュニケーショ

ン」の定義は。

答弁要旨

英語教育推進事業は、児童生徒が英語に触れる機会を

充実させ、英語による言語活動を通して、簡単な情報や

考えなどを理解したり表現したり伝え合つたりすることを

「コミュニケーション」と捉え、その資質B能力の育成を図る

ことを目指しております。

そのためには授業を「英語を使う場」:こすることが大切

であり、教室で児童生徒が英語を使い、コミュニケーション

活動が活発に行われるような授業づくりが必要であると考

えております。

今後も学校現場と協働しながら、児童生徒が自分の考

えや気持ちを目的、場面、状況に応じて適切に表現でき

るよう、また授業全体が実際のコミュニケーションの場面

となるよう支援してまいります。

以 上



(東教育次長答弁)

辻議員 1002  作成部局 教育委員会事務局 No口 1

質疑要旨 才能が突出している児童生徒を育てるため、

教育委員会としてどのような工夫をしていくか。

答弁要旨
♪

子どもたちには、様々な個性B能力があり、学校教育に

おいては、それを損なわず、互いの違いを認め合い、各

自が自己肯定感を高めることができるような集団作りが必

要であると考えております。

そうした中、教育委員会といたしましては、授業におい

て一人ひとりが深く学ぶことができるような課題設定や発

表の場を確保するほか、一人一台端末の導入により、学

習支援ドリルなども活用しながら、才能豊かな子どもにと

'っても、学習につまずきのある子どもにとつても、その個性

や能力の伸長を図るため「個別最適な学び」の実現に向

けた取組を進めているところでございます。

以 上



(教育長答弁)

辻議員 1003  作成部局 教育委員会事務局 NoⅢ l

質疑要旨 英語でのコミュニケーションというツールを得た

尼崎市の子どもたちがどのように社会で活躍していくの

か

答弁要旨

グ甲Tバル化が急速に1進展する申で、英語によるコミュ

■ケTンコン能力は、様々な場面で必要とされることが想

定されております。また、

雪五 遷 モ 五
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守学ぶことを通じて、世界の多様性を学心ヽことにもつなが

吹 子どもたムが他者との違いを認め互いに協働し、課題

解決しながら未来を切り拓ぐための資質日能力の育成が必

要とされておりま‐す。

「伝え合う」という双方向のコミュニケーションを重視した

摂業を推進していくなかで、

社会の変化に主体的に関わり、自分の考えや気持ちを表

現しながら自己実現を図ると士もに、より_よし1社会の倉Jり

手となつて活躍できる子どもたちの育成|し
‐電‐

とヽきたい
と考えております。           (以 上)



´
辻議員 1004 作成部局  健康福祉局   No.1

質疑要旨 ひきこもりの「社会的要因」について、どのよう

に考えているのか。

答弁要旨

ひきこもりの「社会的要因」としては、直接的には、いじ

めや家族関係の問題Ⅲ失業や離職など様々な要因があ

るほか、学校に行くのが当たり前、働くのが当たり前とい

った社会の価値観や、正しい理解にもとづかないひきこ

もりに対する偏見といつた社会的な環境が、当事者や家

族にとつてプレッシヤーとなり、周囲に気軽に相談できず

に孤立してしまう要因になつているものと考えられます。

以 上



辻議員 1005  作成部局  健康福祉局   No日 1

質疑要旨 尼崎市における「ひきこもり」は、どのような課

題があつて起こるものと考えているのか。

答弁要旨

これまで「しごと口くらしサポートセンター」で実施してき

ましたひきこもり支援の中で 先ヽほどご答弁しました「社

会的な要因」によるもののほか、ひきこもり当事者の精神

的な病気や生活困窮などの課題なども見られるところで

あり、こうした課題が、場合によつて複合化することで、ひ

きこもりの長期化につながつているものと考えています。

以 上



(医務監答弁)

辻議員 1006  作成部局 健ヽ康福祉局  NoL l

質疑要旨 病院や保健所の労働実態は、市としてど

のように把握 しているか。

答弁要旨

病院の労働実態につきましては、個別の状況につ

いて把握しておりませんが、各病院において適切に

対応をいただいていると考えております。

次に、保健所の労働実態につきましては、まずは

各所属において、日々の業務を通じて把握しており、

保健所全体といたしましても、定期的に管理職で情

報交換を行い、各所属の労働実態を適宜把握した上

で、日々のミーティングにおいて、疫学調査業務の

分散化など、職員の超過勤務の縮減に向けた検討を

行つております。

加えて、労働時間が特に長くなつている職員につ

いては、当該所属長も含め、産業医面談を実施し、

その結果を総務局と共有することで、所内の労働実

態について全庁的にも把握をしているところです。

以 上



辻 議員 1007   作成部局 経済環境局 No日 1

質疑要旨 事前に提示された労働条件が実態と異なる

ケースや過労死を防ぐために、市内事業者に対してど

のような働きかけをしているのか。

答弁要旨       ■

事業者に対する指導・監督権限については労働基準

監督署が担つておりますことから、市は直接、事業者に

対して指導を行うことはできません。

しかしながら、本市は、雇用条件と実際の労働条件が

異なる過重労働や違法労働などの問題につきましては、

労働者及び事業者双方に対応する労働相談窓口を設

置しておりますので、相談者個々の状況に応じて、必要

な指導 B助言を行うとともに、課題の解決に向けて労働

基準監督署等の専門機関の紹介などを実施しておりま

す。

また、事業者から市の就労相談窓口等に提出される

求人票の確認作業や、雇用促進奨励金等の申請書類

の審査等′を通して、労働関係法令上の是正に努めてお

ります。

(次ページヘ続く)



No.2

また、事業者に対する、時間外労働の削減や年次有

給休暇の取得促進、柔軟な働き方の導入などにつきま

しては、国・県等の関係機関と連携する中で、普及啓発

に努め、引き続き、労働者の適正な労働環境の確保に

取り組んで参ります。

以 上



辻議員 1008   作成部局 健康福祉局  NoⅢ l

質疑要旨 支援員へのケアについて、どのように取り組

まれる予定か。

答弁要旨

ひきこもりについては、様々な要因や課題が複合的に

絡んでいることが多く、単独の支援機関だけで対応する

ことが困難な場合もございます。

そのため、支援員が対応を一人で抱え込んでしまうこ

とがないよう、適宜、ケース検討を実施する等、関係機関

と連携しながら支援を進めるよう努めているはか、上司

や同僚からも必要に応じ助言指導や意見交換を行うこと

により、支援員が傷つき体験や燃え尽き症候群、いわゆ

るバーンアウHこ陥ることのないよう取組んでいるところ

です。

また、令和4年度においては、こうした取組に加えて、

学識経験者によるスーパーバイズを実施する予定であり、

支援員の対応力の強化や心理的ケアにも十分配慮しな

がら適切な支援を進めてまいります。

以 上



辻議員 1009  作成部局 経済環境局  Non¬

質疑要旨 マッチング事業に、インターネットの活用及び

AIの活用はどの程度考えているのか。

答弁要旨

販路拡大・人材確保事業におけるマッチング事業で

は、企業OB等からなる童―ディネーターが訪間等により

事業者のシーズを把握し、大手企業等の二十ズに沿つ

て、コーディネーターの持つ人脈 Lノウハウ等を活かし、

商談機会を設定していくものです。

インターネウトの活用策としましては、この度開設しま

した尼崎のビジネスと雇用就労を促進するウェブサイト

「アマポータル」こ登録されている企業情報を元に本制

度の利用を促していく予定です。ここでは、各事業者の

強み、ビジネスニーズ及びシーズ、生産設備等の情報を

発信することで、マッチング先の選定及びマッチング先

への申込者紹介において効果があると考えています。

AIの 活用については、現段階では想定しておりませ

んが、データベース上からマッチング率の高い案件を抽

出し、商談機会に繋げられる可能性があります。

今後も申込者の希望を尊重しながら、成果のある取

組となるよう努めてまいります。    (以 上)



辻議員 1010  作成部局 経済環境局 Noal

質疑要旨 マッチング事業利用者が市外にも販路拡大し

たいと考えた場合の支援はどのようにすすめるのか。

答弁要旨

本マッチング事業においては、マッチング先を市内企

業だけに限定しているのではなく、市外も含めた幅広い

事業者とのマッチングを想定しております。

ご指摘のとおり、事業者の技術やサービスができるだ

け高く評価される形でマッチング案件がまとまることを目

指すところでありますので、申込者のマッチング先の希

望等を聞きつつ、インターネット等の様々なツールを駆

使しながら、初回の商談設定まで伴走型の支援を実施

してまいります。

以 上



辻議員 1011  作成部局 経済環境局  No.1

質問要旨 マッチング事業の「利用者の満足度」はどの

ように測定するのか。

質疑要旨

マッチング事業では、初回の商談設定までを支援の

区切りとしており、そこに至るまでに、コーディネiターを

交え、申込者の強みの洗い出しやマッチング先の選定

を行い、案件がまとまつていくように助言をして、販路拡

大への支援とするものです。

ご指摘のとおり、このような取組において、利用者か

らのフィニドバックは具体的な成果につなげるために不

可欠であると考えており、商談設定後、案件の進捗や支

援内容についてアンケートを取り、満足度の向上につな

`がるよう実施手法の工夫などを重ねてまいります。

以 上



辻議員 1012  作成部局 都市整備局  NoLl

質疑要旨「居心地よく歩きたくなる」というと漠然として

いるが、「歩く」にスポットを当てた理由を教えてくださ

い 。

答弁要旨

市民生活に欠かすことのできない道路は、「くるま」と

「ひと」が安全に通行することを目的としていますが、こ

れまでは「くるま」を優先した整備を行つてまいりました。

一方、昨今においては、地域の活力の低下が懸念さ

れる中、公共空間を活用しながら都市の魅力を向上さ

せ、「ひと」を中心として、まちなかににぎわいを創出する

ことが、全国的に求められております。

こうしたことから、阪急塚口駅南駅前広場においては、

「ひと」が歩きたくなるような公共空間を目指し、改札前

の東西道路を一体的な広場にするなど、これまでの「く

るま」中心から「ひと」中心とすることで、にぎわいの創出

につなげていきたいと考えております。

以 上



辻議員 1013  作成部局 都市整備局  No.1

質疑要旨 具体的な
I居

心地の良い場所のイメージがあ

れば、お聞かせください。

答弁要旨

居心地の良い駅前広場Jとするには、これまでのように

単に通り過ぎたり、バスを待つだけの空間ではなく、友

人とゆつくり休憩できるようなベンチなどの滞留スペース

があつたり、気軽に立ち寄ることのできる店舗が出店し

ていたりするなど、駅前広場を利用する一人ひとりがt

思い思いの時間を過ごせる場所をつくる必要があると考

えております。

以 上



辻議員 1014 作成部局 都市整備局 No.1

質疑要旨 経済環境局とも連携してカフニ等の誘致を考

えたり、活用ができる空間設計をする考えはあるか。

答弁要旨

先ほど申し上げたような駅前空間を目指すには、行

政だけでなく、市民や事業者の方との協働が必要不可

欠であると考えております。

こうしたことから、これまでも関係部局と連携しながら、

周辺住民や商店街、地域の学生を中心としたイベントを

実施しているところであり、今後も引き続き、市民や事業

者の方に使つてもらうことで、にぎわいに繋がるよう取り

組んでまいります。

以 上



辻議員  1015 作成部局 都市整備局 No日 1

質疑要旨 女性や子供でも安心して歩ける場所とするた

め、危機管理安全局とも連携していく考えはあるか。

答弁要旨

これまでは通り過ぎるだけの駅前広場に、ゆつくりと

休憩できるベンチを設置することで、「ひと」の目がいき

届くようになり、防犯のまちづくりにも繋がるものと考え

ておりますが、今後においても、安全で快適な駅前広場

になるように、庁内連携を図りながら進めてまいります。

以 上



(医務監答弁)

辻議員 1016   作成部局 健康福祉局  No日 1

質疑要旨 路上喫煙禁止区域の拡充に向けて、現在の

検討状況について。

答弁要旨

路上喫煙禁止区域の拡,大 に向けて、鉄道駅周辺の

まちづくりと合わせて進めるべく、尼崎市たばこ対策推

進プロジェクトチィムで検討しておりますが、庁内連携を

図りつつ、阪急武庫之荘駅で進めていきたいと考えてお

ります。

以 上



(医務監答弁 )

辻議員 1017   作成部局 健康福祉局  NoLl

質疑要旨 子どもの受動喫煙防止について、健康福祉

局と教育委員会事務局が連携し、タブレットを活用し

家庭内での実態が把握できるのではないか。令和4

年度実施に向けての見解は。

答弁要旨

本市では、タブレット端末の活用については、現時点

では考えておりませんが、子どもたちの家庭内での受動

喫煙に関する実態については、3歳 6か月児健診と就学

時健診の際に、健康調査票の中で把握しております。

以 上



(医務監答弁 )

辻議員  1018   作成部局 健康福祉局  No日 1

質疑要旨 子どものたばこ対策について、現在、取り組

んでいること、また、令和4年度に取り組もうとしている

啓発活動について。

答弁要旨

子ども達をはじめ、多くの方が利用する駅周辺につい

ては、市内13駅において、定期的に巡 啓発活動を行

うとともに、今年の 1月 には、「尼崎市内全域 歩きたば

こは禁上です」と記載した内容の、のばりを合計  105

本掲揚し、図書館等の公共施設には、ポスタ下を掲示し

啓発に努めたところです。

また、通学路の歩きたばこ禁上に向け、社会福祉協

議会やPTAの方々に説明させていただくとともにt「市

内全域で歩きたばこ・吸い殻のポイ捨て禁止」の啓発プ

レートの掲示等に取り組んでいます。

令和4年度は、地域の皆様と連携し、通学路の歩きた

ばこ禁上の取り組みを進めるほか、市内の金小学校、

41校に掲示しています横断幕を全て新しいものに交換

していくなど、今年度に取り組んでいる啓発活動をさらに

進めてまいります。         (以 上 )



辻議員

質疑要旨

lo19   作成部局 都市整備局  No日 1

「町会灯の維持管理を市にまかせたい」とい

う町会の声をどのように受け止めているか。

答弁要旨

先ほど、福島議員への答弁でもお答えしましたように、

町会灯の維持管理に対する地元町会からの切実なお声

や今年度実施した町会灯の実態調査で、私道の町会灯

がなくなることで、市民生活に大きな影響が出ることが分

かつたことから、電気料金を少しでも減らすため LED化の

助成を行つたものです。

以 ′上



辻議員 1020   作成部局 都市整備局  NoBl

質疑要旨 町会灯助成事業について、令和4年度の事

業を完成形とせず、尼崎市が先進都市となるよう、事

業の拡充を検討し続けることを約束してもらいたい。

答弁要旨

令和4年

tヒこ脇侍帯,柱肋Л

度に町会 成事業を進めていく中で、改め

て地域の意見を聞くことにしておりますので、今後は、こ

れらの意見や市の財政状況を勘案したうえで町会灯の

助成のあり方について検討をしていきたいと考えておりま

す 。

以 上



辻議員  1021 作成部局 都市整備局 Noコ 1

質疑要旨 新藻川橋の歩行者口自転車の早期通行につ

いて、令和4年度はどういつた状況を目指すのか具体

的にお聞かせ下さい。

答弁要旨

新藻川橋の歩行者や自転車の早期通行については、

食満側の堤防道路に信号機を予定時期より早く設置で

きないか警察と協議を行つておりましたが、信号機の前

倒し設置は困難であると回答を受けました。

そのため、信号機を設置せずに安全に横断すること

ができるかどうか、新藻川橋と同じように信号機が無く、

堤防上の道路を横断している箇所の交通量を調査する

などの検討を進めているところであり、これらの調査結

果を踏まえ、信号機なしでの通行が可能か、再度、警察

と協議を行つてまいります。

以 上



辻議員 1022      作成部局  消防局  Nα l

質疑要旨 早急に改善が必要な消防分団器具庫に関す

る予算は、令和4年度はどうなつているか。

答弁要旨

消防分団器具庫の建替基準につきましては、築年数が

30年以上で、老朽化が しいものとしております。

そのうち優先的に改善が必要な器具庫としましては、

待機室やトイレがなく、周辺の公園などにも利用可能なト

イレが無い器具庫でございます。

現在、優先的に改善が必要と認識している器具庫に

つきましては、現地建て替えが困難であり、受持ち区域

内において移転に必要な土地を確保できていないため、

令和今年度予算には関連経費を計上しておりません。

なお、令和4年度は、市営宮ノ北住宅の建て替えに伴

い、築50年を経過した西昆陽分団器具庫の建替用地を

確保することができましたので、設計費用を計上しており

ます。

以 上



辻議員 1023      作成部局 消防局  No日 1

質疑要旨 早急に改善が必要な器具庫について、現在

どのような取組みを行つているのかとまた、令和4年度
鬱

は具体的にどのような取組みを行う予定なのか。

答弁要旨

建替基準に達し、優先的に改善が必要な器具庫に

つきましては、先ほど答弁いたしましたとおり土地

の確保には至っておりません。

現在、これらの器具庫につきましてはヽ受持ち区

域内に建設可能な候補地の調査を関係部局と行つて

おります。

令和 4年度も引き続き関係部局と調査を継続 し、

移転が可能な用地を確保できた際には、建て替えに

向け取 り組んでまいります。

以 上



辻議員 1024    作成部局 経済環境局 Norl

質疑要旨 防災協力農地登録制度への登録を考えてい

る農業者や面積はどの程度を見込んでいるのか。

答弁要旨

昨年の3月 から9月 にかけて、防災協力農地に関す

る農業者アンケートを実施し、104人から回答をいただ

きました。

災害時に農地を緊急避難場所等として使用する防災

空間として「全て提供してもよい」と回答されたのは9パ

ーセンHこあたる10人で、その面積は約1万 3千面でご

ざいました。

また、「一部なら提供してもよい」と回答されたのは29

パーセンHこあたる30人で、その面積は約5万2千ドの

うちの一部でございました。

今後4月 の農会長会などを通じて、積極的に同制度

の周知を図り、令和4年度は4ヘクタール(4万 浦)の登

録を見込んでおります。

以 上



辻議員 1025-1   作成部局 経済環境局 Noと 1

質疑要旨 予算が不足する場合は年度途中でも培額す

るなど対応をお願いしたい。また、経済環境局、危機

管理安全局が協力しながら積極的に事業を進めても

らいたいと思うが、見解はどうか。

答弁要旨

防災協力農地への登録申請が想定を上 り、予算が

不足する場合は、財政部局と調整のうえ、必要な予算

の確保に努めてまいります。

また、災害救助法が適用される、甚大な災害発生時

には迅速に対応できるよう、危機管理安全局と平常時

から緊密な情報共有を図り、積極的に事業を進めてま

いります。

以 上

ロ
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質疑要旨 防災協力農地登録制度について、経済環境

局、危機管理安全局が協力しながら積極的に事業を

進めていただきたいと思うが、当局の見解は。

答弁要旨

防災協力農地は、災害時に防災空地として活用でき

るなど、円滑な応急対策の実施に効果が期待されるとこ

ろです。

危機管理安全局としましても、他都市における運用実

績、制度の有効性について農地所有者の理解を深めて

いただくなど、防災面での農地活用を推進してまいりま

す。

以 上



(理事答弁)

辻議員 1026-1 作成部局 こども青少年局 Noul

質疑要旨 ヤングケアラエの把握について、教育委員会

事務局との具体的な調整はどうなつているか。

答弁要旨

ヤングケアラーの実態調査につきましては、こども青

少年局と教育委員会事務局が協力・連携し、実施手法

や調査対象、内容などを検討してまいりました。

現在、市立小中学校に配付しているタブレットを使用

して、小学4年生から中学3年生までを対象に、アンケ

ート調査を実施しており、今月中に終了する予定でござ

います。

今後、調査結果を学びと育ち研究所研究員が分析し、

両局で意見交換を行いながら今後の施策立案に反映し

ていくとともに、令和4年度に実施する「ヤングケアラー

支援事業」こつきましても、連携しながら事業の実施や

利用者への情報提供などを進めてまいります。

以 上



(東教育次長答弁)

辻議員 1026-2作成部局 教育委員会事務局 Notl

質疑要旨 ヤングケアラエの支援について、教育委員会

としては、こども青少年局と連携して、どのように取り

組むのか。

答弁要旨

教育委員会といたしましては、これまでも、ヤングケアラ

ーを含め、支援を要する児童生徒については、各学校か

ら、「支援を要する子どもに関する報告シート」を提出させ、

速やかに、子どもの育ち支援センターの児童ケースワー

カーと情報共有するとともに、必要に応じて、ケース会議

等による支援策の検討を行い、取組を進めているところ

でございます。

また、こども青少年局と連携する中で、スクールソーシ

ヤルワーカーを交えたヤングケアラーの当時者会を開催

するとともに、学校の教職員やスクールソーシヤルワーカ

ー、教育相談カウンセラー、こども青少年局の職員など

が参加する、ヤングケアラーに係る合同研修などを実施

しております。今後とも、こども青少年局をはじめ関係部

局とより連携を密にし、組織的で重層的な支援につなげ

られるよう取組を進めてまいります。 (以 上 )



(理事答弁 )

辻議員  1027 作成部局 こども青少年局  No.イ

質疑要旨 対象となる家庭の把握から申請に至るまで

の具体的な流れはどのようになつているか。

答弁要旨

対象となる家庭の把握については、要保護児童対策地

域協議会のネットワークを活用し、学校や関係機関から

寄せられた情報をいくしあで集約し、児童ケースワーカー

らがアセスメントを行うているところです。

その中で、支援が必要なヤングケアラーやその家庭を

把握しましたら、当事者の意思を尊重しつつ、児童ケー

スワエカーや関係機関などが協議のうえ、本事業の申請

につなげてまいりたい・と考えております。

以 上



(理事答弁)

辻議員  1028 作成部局 こども青少年局  No.1

質疑要旨 対象となる家庭との関係構築や制度への理

解をどのようにすすめるのか。

答弁要旨

対象となる家庭との関係構築にあたっては、まずはしっ

かりと本人や家族から話を聞くことが必要です。

ヤングケアラーについては家族のケアなどで困難な状

況を抱える一方、ケアを行うことが本人の強い希望であ
―
る場合もあり、基本的には本人や家族の意思を尊重する

必要があると考えています。

単に一方的に本事業の利用を勧めるのではなく、ヤン

グケアラー本人や家族の想いに寄り添い、見守ることも、

精神的負担の軽減につながります。

こうした段階を経て、多機関連携の必要性を説明しつ

つ、本事業への理解を得たうえで、支援につなげてまい

りたいと考えております。

以 上



(理事答弁)

辻議員  1029 作成部局 こども青少年局  NoLl

質疑要旨 介護保険制度や障害福祉サービスなどの多

制度の活用への調整や連携はどのように行つていく

のか。

答弁要旨

ヤングケアラーホエムヘルプ事業は、基本的に支援が

必要な家庭に永続的に支援し続けるのではなく、あくまで

介護保険制度や障害福祉サービスなどの既存の制度が

活用可能な場合にはそれらの制度利用へつなげていくこ

とを想定しています。

したがって、世帯を担当するいくしあの児童ケースワー

カーが個別の支援計画を立てる中で、必要に応じて重層

的支援のスキームや介護保険など他の制度の活用に向

けた支援や調整を行つていくこととなります。

以 上


